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養父市スマートビレッジ

デジタルサービスの共同化



マイナンバーカード利活用
特定サービス専用ではなく、マイキープラットフォームと連携して
汎用的に構築しているため、様々なサービスと組み合わせマイナン
バーカードの利活用が可能。
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デジタル庁・DSA提供のデータ連携推奨モジュール
を利用し、
パーソナルデータと非パーソナルデータの双方に対応。
各々のモジュールAWS上で構築。
非パーソナル ：FIWARE
パーソナル ：パーソナルデータ連携モジュール(DSA
提供)

個人情報保管先を選択可能
データ連携基盤(パーソナル)と連携しデータの保
存先を選択・調整可能。
(LGWAN-ASP、クラウド、自治体固有など)
※養父市は、 LGWAN-ASP上に実装

スマートシティ・リファレンス・アーキテクチャ
準拠

AWSの各機能やデジタル庁・DSAの提供するモ
ジュールを活用してデジタル庁の推奨するアーキテ
クチャに従った機能一式をAWS上に構築。
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自治体固有IDと紐づけ

２ 養父市における住民メリット 3
マイナンバーカードと自治体IDと紐づけたサービス登録を行ことで、様々なサービスを
利用可能とする共通認証プラットフォームを提供します。またマイキープラットフォーム
を活用しているため、対面での運用に適したパスワード不要の「かざし認証」が可能です。

マイナンバーカードによる有効性確認

かざし認証による個人特定

ログイン時

共通認証にアクセス

各サービス利用可能マイナンバーカードor自治体IDでログイン共通認証でアクセス

紐づけで初回
登録完了

マイナンバーカードまたは自治体で管理し
ているIDにてログインを行う

Aサービス

各サービスの利用が可能

マイキープラッ
トフォーム

有効性
確認

マイキープラットフォームにてマイナンバー
カードの有効性確認を行う

PPID

PPID

自治体ID

または

Bサービス

自治体ID

初回登録時

マイキープラットフォームを活用しパスワード入力を行う
ことなく個人を特定し認証することが可能。



２ 養父市における住民メリット 4
避難所入所時の混雑緩和のため、住民のマイナンバーカードをかざすだけで迅速かつ正確
に入退出処理が可能となり、避難所運営の効率化と住民の待ち時間を短縮できます。

入所

アレルギー等の個人情
報や世帯情報を事前
に登録

事前登録 マイナンバーカードによる避難所受付（事前登録あり）

本人確認装置を活用した対面入所（事前登録なし）

事前登録してあれば、マイナンバーカードをかざすだけで、避難所への入所が可能

事前登録がない場合でも、マイナンバーカードによる本人確認後、避難所への入所が可能



３ 養父市サービスの将来拡張性 5
認知機能の低下を早期発見することで、医学的処方につなげるとともに、社会生活環境に
課題を抱える人には、社会的処方を行うことにより、生活改善や社会参加につなげ認知症
のリスクや発症・進行を先送りする。一方で、認知症による孤立のリスクを低減し、認知
症と共生してポジティブに自分らしく生活できる環境が整った地域共生社会を実現する。



４ 養父市サービスを共同利用するメリット 6 ・コスト、期間

・絵も一旦日立で考えてみる
・共同利用だと広域で確認が可能。双方で確認が
可能。

共同利用により、自前構築よりも安価かつ迅速に、避難所管理システムの導入が可能とな
ります。また、双方の自治体にて避難所の入退所登録や避難者情報の確認が可能です。

単独での利用の場合

避難情報の表示避難所ごとの避難者情報を管理

避難所ごとの避難者の情報を一元的に管理 避難所ごと混雑情報を視覚的に表示

本部での物資情報の発注物資情報の依頼

必要な物資の情報を本部に依頼する 本部で各避難所からの物資情報を纏めて確認

共同での利用の場合

避難者の情報を市民から参照することが可能
広域で避難されている方の情報を確認することが可能

広域避難情報の確認

避難所のマイナンバーカードによる入退出について
共同利用することで他の市区町村に訪問し
被災した場合についても利用が可能となる。

避難所入退出の広域利用



４ 養父市サービスを共同利用するメリット 7
共同利用により、将来に向けたオンライン投票の導入も可能です。
投票日における処理の都合から、オンライン投票は、期日前投票期間に限っています。

オンライン投票
結果の管理

個人情報と投票結果を
別データベースに保管し、
「誰が誰に投票したかが
分からない」仕組みを実現

期日前投票のセキュリティ確保のイメージ

紙投票による
上書き可能

オンライン投票における「他者
に強制された投票」のリスクに
備え、オンライン投票結果は
紙投票で上書きできる仕組み

投票結果の確認

選挙管理委員長だけが
開票できるように制御
(選挙管理委員長不在時は
副選挙管理委員長が実施)

宣誓情報の入力

スマートフォンから
宣誓情報を入力

宣誓情報の登録

1.マイナンバーカードまたは
選挙入場券で本人確認を
実施

2.事前登録した宣誓情報を
呼び出し登録

投票

スマートフォンにて
オンライン投票

期日前投票の流れ



公職選挙以外のイベントなどでの

オンライン投票
マイナンバーカードをかざすことで

イベント参加の申込

現時点での活用方法

４ 養父市サービスを共同利用するメリット 8

公職選挙の期日前投票に向けた

宣誓情報の入力



５ 横展開に向けた呼びかけ 9

マイキープラットフォーム

養父市のデータ連携基盤を通じてマイキープラットフォーム
に登録した場合、共同利用を行っているサービス間で、マイナ
ンバーカードをカードリーダーにかざすだけで、認証を行うこ
とができます。

マイキープラットフォーム
公的個人認証サービスの機能を活用し、インターネット接続系システムにて、
マイナンバーカードを活用するプラットフォームです。



補足資料 10
１．利用上の制約事項

①共同利用にあたり契約や支払方式、利用料は別途検討が必要となります。
②共同利用にあたり発生するシステム改修や導入にかかる成果物の権利関
係は別途整理が必要となります。
③共同利用にあたり責任範囲/役割分担等の検討が必要となります。
④共同利用を実現するためのシステム構成等は別途検討が必要となります。


